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はじめに 

モータリゼーションの普及 

郊外における大型小売店の立地により 

中心商店街では・・・ 

来街者の減少，駐車場不足，空き店舗の増加 

          

 多くの問題を抱え，街としての活気が失われている 

これまでの商店街研究 
・空間的な構造変化（桑島1964；杉村1968など） 
・空洞化の過程と要因（難波田2006） 
・経営者意識（五十嵐1996） 
・商店街活性化事業（依藤ほか2011など） 
     →研究の視点の多様化 

はじめに 
溝尾ほか（2000） 

中心商店街の衰退を商業地の立地変化から解明し，衰
退した商店街の再生事業としての町並み保全と商業振興
の過程を明らかにし，再生事業の評価を行った． 

 

衰退した中心商店街の再生事業に関する研究は多くない 

 

衰退の現状を明らかにし， 

その中からうまれた再生事業の評価を行う 

 

今後の中心商店街再生事業の指針を見出すうえで必要 

 

 

 

 

はじめに 

五十嵐（1996）・武者（2006） 

中心商店街の中で経営を続ける商店経営者に注目 

商店街での経営に対する経営者の意識の分化を明らか
にした 

 

「経営者意識の如何が中心商店街活性化の方向に 

 大きな力をもつ」（五十嵐1996） 

 

個々の経営者の属性に注目したより詳細な調査 

活性化事業に対する経営者の意識の関連付けが必要 

 

研究目的・研究方法 
  

 近年空き店舗が増加し，衰退が問題となっている岐阜県
大垣市の中心商店街と，中心商店街の再生事業として取り
組まれている「元気ハツラツ市」を対象とし，商店経営者の
意識に注目しながら，中心商店街の構造変化から衰退の
現状を明らかにし，元気ハツラツ市による中心商店街の活
性化について検討することを目的とする． 

 

  

 1.2006年と2016年の店舗構成図を作成・比較 

 2.商店経営者（11人）への聞き取り調査 

 3.元気ハツラツ市実行委員長への聞き取り調査 

 4.元気ハツラツ市出店者（24人）へのアンケート調査 

 

研究目的 

研究方法 

対象地域の概要  岐阜県大垣市 

図１．調査対象地域 

2007年開業 

2005年開業 

2006年開業 
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駅前 
商店街 

郭町 
商店街 



駅前商店街の店舗構成図 

図2．2006年の店舗構成図 
   （住宅地図・聞き取り調査より作成） 

図3．2016年の店舗構成図 
   （住宅地図・聞き取り調査より作成） 

店舗密度 
69.6％ 

店舗密度 
64.7％ 

最寄品店・買回品店ともに減少・飲食店は増加 

郭町商店街の店舗構成図 

図4．2006年の店舗構成図 
   （住宅地図・聞き取り調査より作成） 

図5．2016年の店舗構成図 
   （住宅地図・聞き取り調査より作成） 

店舗密度 
74.7% 

店舗密度 
54.4% 

空き店舗が急激に増加 

地区間の格差 

2006 2016

①地区 空き店舗数（店） 2 2

店舗密度（％） 86.7 84.6

②地区 空き店舗数（店） 6 10

店舗密度（％） 85.4 73.7

③地区 空き店舗数（店） 5 22

店舗密度（％） 91.0 66.2

④地区 空き店舗数（店） 2 6

店舗密度（％） 85.0 72.7

※空き店舗数には空き地を含む．

図6．大垣駅からの距離 

表1．各地区の空き店舗数と店舗密度 

中心性が
高い 
核心部 

①地区：大垣駅周辺 
      店舗密度が高い 
 
 
 
②地区 
③地区：店舗密度が最も低い 
 
④地区：駅から一番距離がある 

周辺部 

商店経営に対する経営者の意識 

A 最寄品店 1798年 自 本 40歳代 △ ▼ ▼ 意欲的に取り組む ①地区

B 最寄品店 1855年 自 単 70歳代 △ ▼ ▼ 意欲的に取り組む ④地区

C 最寄品店 1921年 自 単 40歳代 △ ― ▲ 意欲的に取り組む ①地区

D 最寄品店 1937年 半 単 50歳代 ○ ▼ ▼ 無難に続ける ③地区

E 最寄品店 1947年 自 単 60歳代 × ▼ ▼ やめることを考えている②地区

F 最寄品店 1961年 自 単 70歳代 × ▼ ▼ やめることを考えている①地区

G 買回品店 1926年 自 単 70歳代 ○ ▼ ▼ 無難に続ける ②地区

H 買回品店 1945年 自 単 60歳代 × ▼ ▼ 2017年12月廃業予定 ③地区

I 飲食店 1945年 自 単 60歳代 ○ ▼ ▼ 無難に続ける ②地区

J 飲食店 2000年 テ 本 40歳代 △ ▲ ▲ 意欲的に取り組む ②地区

K 飲食店 2010年 テ 単 40歳代 △ ― ― 意欲的に取り組む ④地区

所有形態；自：土地・建物ともに自己所有　半：土地は借地，建物は自己所有

          テ：テナントとして入居

形態；本：本店　単：単独店　　後継者；○：いる　×：いない　△：わからない　　

来客数・売り上げ；▲：増えた　▼：減った　―：変わらない

来客
数

駅から
の距離

売り
上げ

経営意欲
所有
形態

業種 開業年 形態 年齢 後継者

表2．商店経営者の属性 

・意欲的に取り組む：若い経営者，飲食店・低次の財を扱う食料品店 
 
・無難に続ける：年齢は高いが，後継者がいる 
 
・やめる：年齢が高く，後継者がいない 

後継者の有無が 
経営意欲に関係 

（聞き取り調査より作成） 

元気ハツラツ市による商店街活性化 

図7．1回あたりの入込客数 

図8．出店目的  （アンケート調査より作成） 

元気ハツラツ市の出店者 
・女性が多い 
・岐阜県内だけでなく， 
 名古屋市や一宮市からも来ている 
・人との交流， 
 活性化に貢献する目的をもつ 

 2010年から毎月第一日曜日に開催 

 目的 

 商店街に顧客を呼び戻す 

 入込客数，歩行者通行量 

        →増加傾向 

商店街活性化に対する経営者の意識 

A あまりない 衰退する ややそう思う

B わからない 衰退する 全くそう思わない

C あまりない 発展する ややそう思う

D 全くない 衰退する 全くそう思わない

E 全くない 衰退する 全くそう思わない

F あまりない 変わらない あまりそう思わない

G あまりない 衰退する ややそう思う

H 全くない 衰退する 全くそう思わない

I あまりない 衰退する ややそう思う

J あまりない 変わらない とてもそう思う

K あまりない 衰退する ややそう思う

中心商店街の
魅力

中心商店街の
将来性

商店街活性化イベントは活性
化につながっていると思うか

表3．中心商店街活性化に対する経営者の意識 

図9．元気ハツラツ市のチラシに情報を 
   掲載している店舗の分布 
   （元気ハツラツ市のチラシより作成） 

（聞き取り調査より作成） 

現在の中心商店街 
 →経営者にとっても魅力がない状態 
 →元気ハツラツ市に期待する者もあり 
 
商店街活性化イベント 
→肯定派と否定派にわかれる 
  核心部の経営者は肯定的・協力的 
  周辺部は否定的 



考察 

最寄品店，買回品店の減少 飲食店・空き店舗の増加 

 

 

  

 大垣駅周辺の核心部を中心としたコンパクトな商店街に変化 

 地区間格差が拡大している 

 

 周辺部の商店経営者 

 高齢化、後継者がいない 

  →世代交代が進まない 

 経営意欲の低下 

 

       中心商店街の衰退に拍車をかけている 

モータリゼーションの進展に対応できなかった 
大垣駅北側のショッピングセンターの開業 

中心商店街の構造変化と経営者の意識 

要因 

核心部の商店経営者 
年齢が若い 
意欲的に取り組む意思 

衰退 

経営者の意識は・・・ 

考察 
商店街活性化と経営者の意識 

 元気ハツラツ市 

 入込客数，休日の歩行者・自転車通行量→増加傾向 

 効果が現れ始めている 

 

 

 肯定派 

 

 

 否定派 

飲食店・低次の財を取り扱う食料品店 

買回品店・自動車利用客が多い店舗 

と思われるが，経営者の意識は・・・ 

新たな顧客を獲得する機会 
商店街に人が集まる＝活性化 

イベント来客者が立ち寄らない 
自店に顧客が来なければ意味がない 

核心部の
経営者に
多い 

周辺部の
経営者に
多い 

主催者・出店者 
 商店街に人が集まる＝活性化 

考え方に差異 

おわりに 
 

 

 

商業規模・エリアの縮小 

コンパクトな商店街 

地区間の格差 

核心部：大垣駅周辺地区 

周辺部：その他の地区 

経営意欲低下・ 

活性化の考え方に違い 

衰退 

空き店舗
の増加 

モータリゼー
ションの進展 

大型小売店
の立地 

高齢化・ 

後継者の
不在 
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